




















































































































ローの『悪魔の布一縞模様の歴史~(Michel Pastoureau， L 'Etoffe du diable: Une 



































































































































* * * 
ファッションあるいはモードは即物的には一時的に流行する衣服を指すが、従
来は服飾史の分野で素材や染色技術、維製、デザイン等についての実証的な
研究が中心で、あったように思う。ところがいつの頃からか、風俗として若者ファッシ
ヨンを考察する社会学的研究や、現代思想、からファッションを身体意識、アイデン
ティティ、消費空間等々にかかわる文化的事象・実践として取り組む研究が唱え
てきている。「軽いものJとして扱われがちなファッションを、広くファッションをめぐる
言説として、哲学や経済学や歴史学や社会学が取り上げることにより、横断的で
複眼的な問題設定が可能となり、いっきに難しそうな「理論」に聞かれることになっ
た。ファッションだ、けでなく、ポピュラー音楽やアニメ、映画等々従来の学問領域の
はざまに置かれてきた対象は、表現文化学でこそ研究し得ると言える。
表現文化や表象文化を看板にかかげる学部や学科が全国的に増えてきてい
る。およそ人間の営みはすべて表現行為であるので、これの指す概念はおそろし
く広いとし、うことになる。歴史も文学も哲学もこの中に吸収されてしまうことだろう。
しかし、芸術表象やさまざまな文化事象(文学もサブ・カルチャーも)を従来の学
問分野を越えて学際的に研究するところとし、うのが、 一般的な理解の仕方であろ
う。伝統的な芸術を取り上げるにしても、作者の創造性や作品の独特の複雑さを
美学的に考察するのではなく、たとえば、生産一流通一消費の関係性の網の自
に置いてみるとか、ポピュラ ・ーカルチャーを、ジェンダー、セク、ンュアリティ、権力、
階級等に絡めて考えるとか、さまざまな文化対象を新しい視座のもとでとらえるの
が表現文化学であると言える。新しい視座を与えてくれたのが、 1960年代のf構
造主義J以降次々と現れた「理論」である。単に「理論Jであって、何かについての
理論ではないし、哲学、政治学、歴史学、人類学、 言語学、医学、精神分析、 ジ
ェンダー研究、映画研究等の著作を含みこむ。 20世紀後半に起きた知の大変革
を知る努力なくして、せまい専門領域、自分だけの考え方に執着するのは怠慢で
ある。ジョナサン・カラーが言っているように、 「理論Jというジャンルは、それぞれの
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学問分野で行われている議論としっかり結びついてはいるが、そこにある視野や
論点、が専門外の人にとっても示唆的で、あったり、生産的であったりするものなのだ
(5頁)0 r理論jは使ったり使わなかったりする方法論ではない。自明とされているこ
とに、本当にそうかと疑問をっきつけることだ。「性jや「文学jや「主体」についての
常識的な考え方を問いなおすことだ。「理論Jの実践ともいうべきカルチュラル・ス
タディーズは 1990年代の人文科学を大きく変え、文学研究が暗黙のうちに前提と
していた作品の「価値jをも問題視するに至った。シェイクスヒ。アの方がメロド‘ラマよ
りも研究する「価値Jがあることがもはや当然とはされなくなった。文学のキャノンが
見直され、文学はテレビの連続警察物やホラー・ムーヴィーと同等の、諸々の文
化的事象のーっとなってしまった。これは文学を豊かにすることになるだろうか、文
学を暖めることになるだろうか。まだその結論はでていない。
表現文化とは、「映画や音楽や演劇やサプカルチャ一等を研究するところJで
はない。表現にかかわるどんな事象を取り上げてもいいが、それを新しい視点から
広い研究の場に開いていくものである。漫画や童話やテレビ・ゲームや映画に魅
力を感じ、それらを論文で取り上げるのはいい。しかし、精読なしに楽しめる文化
対象を、精読を鉄則とする文学作品と同じように複雑な構造体であるかのように
考え、その対象にだけ閉じこもって、作者の意図やテーマやストーリーの特徴を論
じるだけでは物足りない。漫画としづ形態、映画としづメディアを考慮に入れてほし
い。他の童話、他のテレビ・ゲーム、あるいは他の文化対象との比較を行い、参考
になりそうな先行研究(選んだジャンルのものとは限らなし、)を検討し、その特徴が
広く歴史的・社会的・文化的文脈でわかるようにしてほしい。芸術を扱うにしても、
孤立したテクストとしてではなく、そこに作用する諸カの関係性の場で考えてほし
い。「理論」の言葉で諮ることを学んでほしい。既存の文化圏別文学でも、ニュー
クリティシズム的あるいはディコンストラクション的テクストの読解を離れ、テクストを
文化との交点に置く研究が盛んになっている(テクスト精読がおろそかになることを
危慎する)。表現文化学の出現は、学問領域の再編成を促すものである。文学、
社会学、哲学、歴史学の境界を越え、横断することでますます豊かな研究ができ
るはずだ。この頃切実に思うのは、技術史の知識の必要性である。写真や映像に
ついてのテクニカルな知識がないと、論じ尽くせないもどかしさを感じる。工学部の
先生に尋ねてみたことがあるが、たとえば、カメラのレンズ‘についての専門家はいて
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も、技術史全般を講じることは難しいようである。医学一般、医学史についてももっ
と知りたい。専門が細分化されすぎて、文系と理系はおろか、閉じ専門領域と言
えどもわかりあうことが難しくなっているように思える。そこに風穴を聞けるのが表現
文化学である。
表現文化に入ってくる学生は、勉強しないといけないことが山ほどある。好きな
ことだけをつまみ食いするのではなく、しっかりとf理論jを勉強しないと、その好き
なことを論じることもできませんよ、と言っておきたい。卒業論文を書くにあたっては、
問題を明確に設定し、その問いへの答えを求めて、対象の外へと出ていき、他人
の考え方(f理論J)に耳を傾けてほしい。対象の内にとどまっているだけでは、独り
よがりの、硬直した答えしか引き出せませんよ。
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